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髏」を通して「何を」見て、どのような価値観・世界観を感得するのか、その仕組みを分析する。   
 

























































































    
 
であった。アートの文脈の中に茶会を位置づけて、そこから望ましい未来のあり方に議論を投げかける木下
の研究成果は非常に斬新で現代社会にとって刺激なものであり、よって博士学位に相応するものとして評価
する。 
